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現在の大洲

今 月 の 表 紙C O N T E N T S 　 目 次

　７月５日㈮、菅田保
育所で行われた「笹飾
り」を取材しました。
　園児たちは翌日に
迫った夕涼み会のた
め、事前に用意された
笹に飾り付けを行いま
した。
　あっという間に作業
は終了し、子どもたち
は完成品をうれしそう
に見つめていました。

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙
３ページ   大洲市長選挙・大洲市議会議員選挙
４ページ～  お互いに助け合い、

協働できる社会に向けて（特集）
６ページ おおずニュース
７ページ まちのわだい
８ページ～ シリーズ
₁₀ページ～   おしらせ
₁₃ページ～   冷静に受け止め、正しく恐れる
　　　　　 　～南海トラフ巨大地震の被害想定～
₁₇ページ～  おしらせ
₂₅ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド
₂₈ページ  がんばるひと（鵜

うしょう

匠）

picture 写真

税　　　別 ８月 ９月 10 月 11 月

市 県 民 税 ２期 ３期

固 定 資 産 税 ３期 ４期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 ２期 ３期 ４期 ５期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

８ 月の納税など　納期限は９月２日㈪です

人の動き（先月比）

人口　　　47,087人　（－ 60）
　男　　22,409人　（－ 27）
　女　　24,678人　（－ 33）
世帯数　20,278世帯（－ 17 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　67件（100件）
　死者　  １人（１人） 
　負傷者　79人（115人）

（2013年６月末現在）

　

私
は
、
中
学
生
に
な
っ
て
美

術
部
に
入
り
、
毎
日
絵
の
勉
強

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
友
だ
ち

と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
時
も

楽
し
い
け
れ
ど
、
部
活
で
絵
を

描
い
て
い
る
時
も
と
て
も
充
実

し
た
楽
し
い
時
間
で
す
。

　

今
は
、
デ
ッ
サ
ン
や
風
景
画

な
ど
基
本
的
な
絵
の
描
き
方
を

勉
強
し
て
い
ま
す
。
私
の
目
標

は
、「
え
ひ
め
こ
ど
も
美
術
展
」

や
「
全
国
教
育
美
術
展
」、
３

年
生
に
な
っ
た
時
に
出
品
す
る

「
県
展
」
な
ど
で
、
入
賞
で
き

る
絵
を
描
け
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
す
。

　

普
段
は
恥
ず
か
し
く
て
言
え

ま
せ
ん
が
、
私
は
絵
が
上
手
に

描
け
る
お
母
さ
ん
を
と
て
も
尊

敬
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
お

母
さ
ん
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち

に
絵
の
楽
し
さ
や
、
素
晴
ら
し

さ
を
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
先

生
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

今月の題字作成者
喜多小学校６年（現：大洲北中学校１年）

　池　上　こころ さん

が ん ば る 大 洲 っ 子
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投
票
で
き
る
人

【
年
　
齢
】

平
成
25
年
９
月
８
日
現
在
、
満
20
歳
以

上
の
人
（
平
成
５
年
９
月
９
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）

【
住
　
所
】

平
成
25
年
５
月
31
日
ま
で
に
大
洲
市
に

転
入
の
届
け
出
を
し
、
引
き
続
き
住
所

を
有
す
る
人
で
、
大
洲
市
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

 

選
挙
の
日
程

９月８日は大洲市長選挙・大洲市議会議員選挙の投票日です

【
投
票
日
時
】
９
月
８
日
㈰

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

※
一
部
閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ
あ
り

（
別
表
の
と
お
り
）

【
告
示
日
】
９
月
１
日
㈰

 

期
日
前
投
票

　

選
挙
期
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

の
理
由
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
期
　
間
】
９
月
２
日
㈪
〜
７
日
㈯

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

【
場
　
所
】

▽
大
洲
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

▽
長
浜
体
育
館
１
階
会
議
室

▽
肱
川
支
所
３
階
会
議
室

▽
河
辺
支
所
２
階
会
議
室

※ 

青
島
在
住
の
人
は
、
青
島
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
投
票
で
き
ま

す
。
９
月
３
日
㈫
の
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
で
す
が
、
悪
天
候
時
は
翌
日

と
な
り
ま
す
。

 

開
票
に
つ
い
て

【
日
　
時
】
９
月
８
日
㈰

午
後
９
時
10
分
〜

【
場
　
所
】

大
洲
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

 

立
候
補
の
届
出

【
日
　
時
】
９
月
１
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
場
　
所
】

大
洲
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
㉔
１
７
６
０

あなたの一票が
市政を動かす

繰り上げをする投票所
投票区 投　票　所 投票時間

大
洲
地
域

平野第２ 保子野集会所

午前７時

～

午後７時

南久米第２ 南久米体育館
南久米第３ 稲積地区集会所
菅田第２ 宇津集会所
菅田第３ 旧菅田小学校大竹分校
大川第２ 基幹集落センター
柳沢第１ 柳沢体育館
柳沢第２ 農村活性化センター
新谷第２ 新谷公民館喜多山分館
新谷第３ 洞雲寺
上須戒 上須戒連絡所

長
浜
地
域

長浜第１ 長浜体育館
長浜第２ 長浜ふれあい会館
長浜第３ 長浜しおさい館
長浜第４ 晴海集会所
長浜第５ 櫛生体育館
長浜第６ 旧櫛生公民館須沢分館
長浜第７ 小浦団地集会所
長浜第８ 沖浦公民館
長浜第９ 出海公民館
長浜第10 大和公民館
長浜第11 豊茂公民館
長浜第12 白滝公民館
長浜第13 戒川体育館
長浜第14 柴体育館

肱
川
地
域

肱川第１ 肱川基幹集落センター
肱川第２ 正山小学校屋内運動場
肱川第３ 大谷自治センター
肱川第４ 岩谷自治センター
肱川第５ 予子林自治センター

河
辺
地
域

河辺第１ 河辺老人福祉センター
河辺第２ 河辺農業構造改善センター
河辺第３ 河辺ふるさと生活館
河辺第４ 河辺地域活性化センター
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み
な
さ
ん
も
一
度
は
、「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
み

な
さ
ん
の
多
く
は
、
ぼ
ん
や
り
と
し
た

イ
メ
ー
ジ
で
し
か
捉
え
て
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女

が
対
等
な
立
場
で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、

均
等
な
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
的

利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
お
互
い
に

責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
の
こ
と
で
す
。

　

少
し
堅
苦
し
い
定
義
で
す
が
、「
男

性
も
女
性
も
平
等
な
存
在
と
し
て
、
お

互
い
を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
社

会
」
と
い
う
の
が
、
そ
の
本
質
だ
と
思

い
ま
す
。

　

平
成
11
年
に
施
行
さ
れ
た
「
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
」。
14
年
が
経
過

し
た
今
、
私
た
ち
の
社
会
は
、
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
。

現
状
を
知
ろ
う

　

女
性
の
社
会
進
出
は
、
現
代
で
は
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
結
婚
や

子
育
て
を
理
由
に
仕
事
を
辞
め
る
女

性
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
25
年

版
の
男
女
共
同
参
画
白
書
に
よ
る
と
、

結
婚
前
か
ら
仕
事
に
就
い
て
い
た
女

性
の
う
ち
、
27
・
７
％
が
結
婚
、
36
％

が
第
１
子
の
出
産
を
機
に
退
職
を
し

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
社
会
で
は
従
来
、「
男
性
だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
…
…
」
と

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
区
別
化
を
図
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

男
性
に
も
女
性
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
個
性
が
あ
り
ま
す
。

　

現
代
は
行
政
を
含
め
、
企
業
に
お
け
る
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
、
私
た
ち
の
各
地
域
・
家
庭
へ
の
参
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

や
ア
イ
デ
ア
、
そ
し
て
行
動
力
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
す
。

　

今
こ
そ
、「
男
性
だ
っ
て
、
女
性
だ
っ
て
…
…
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

お
互
い
が
協
働
し
、
そ
の
個
性
を
生
か
せ
る
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』

－

そ
れ
が
私
た
ち
の
目
指
す
社
会
で
す
。

お
互
い
に
助
け
合
い
、

協
働
で
き
る
社
会
に
向
け
て

　

男
女
別
の
育
児
休
業
取
得
割
合
で

は
、
女
性
が
87
・
８
％
で
あ
る
の
に
対

し
、
男
性
は
２
・
６
％
と
そ
の
差
は
歴

然
で
す
。
さ
ら
に
、
取
得
期
間
を
見
て

も
、
男
性
の
81
・
３
％
が
１
カ
月
未
満

の
休
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
か
ら
も
、
子
育
て
に
お
け

る
女
性
の
負
担
割
合
は
い
ま
だ
大
き
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

固
定
観
念
の
壁

　

女
性
の
仕
事
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
強

い
保
育
所
や
病
院
な
ど
で
は
、
ま
だ
ま

だ
男
性
の
就
業
割
合
が
低
い
た
め
、数
々

の
不
便
な
点
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
保
育
士
の
場
合
、「
男
性
用

ト
イ
レ
が
な
い
」「
更
衣
室
が
な
い
」
と

い
っ
た
も
の
が
多
く
、
な
か
に
は
、「
男

性
は
困
る
」
と
受
験
自
体
を
断
ら
れ
る

ケ
ー
ス
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

看
護
師
の
場
合
に
は
、
女
性
患
者
の

検
査
や
処
置
を
す
る
時
に
敬
遠
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
か
ら
根
付
い
て

き
た
固
定
観
念
を
払
拭
す
る
こ
と
は
簡

単
な
こ
と
で
は
な
く
、
常
日
頃
か
ら
の

意
識
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

大
洲
市
の
男
女
共
同
参
画

　

国
の
方
針
（
法
律
）
に
従
う
こ
と
は

大
切
で
す
が
、
各
自
治
体
、
各
地
域
が
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〈行政と連携した女性団体〉
おおず女性塾

　ふるさと “おおず” を再発見し、
地域のリーダーとなる人材育成
を目的に設置されました。活動
期間は２年間で、さまざまな講
座を通し、男女共同参画社会づ
くりを推進しています。

女性団体連絡協議会

　女性問題の現状や課題を協議
し、女性の地位向上と、開かれ
た男女共同参画社会の実現を目
的に設置されました。
　市内14の女性団体で構成され、
相互に連絡調整を図り、あらゆ
る諸施策に取り組んでいます。

積
極
的
に
独
自
の
施
策
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
参
観
日
や
個
人
懇
談
な
ど

の
学
校
行
事
に
参
加
す
る
機
会
の
少
な

い
父
親
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
教
育
に

目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
お

う
と
、
親
の
通
信
講
座
「
父
親
の
出
番

で
す
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
講
座
で

は
、
年
４
回
発
行
し
て
い
る
機
関
紙
へ

の
寄
稿
を
依
頼
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

へ
の
関
わ
り
方
を
改
め
て
確
認
で
き
る

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
防
災
面
に
お
い
て
、
豊
茂

地
区
自
主
防
災
組
織
で
市
内
初
と
な
る

女
性
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

他
、女
性
消
防
団
が
大
洲
、長
浜
、肱
川
・

河
辺
地
域
で
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、
女
性

独
自
の
視
点
、
活
動
が
求
め
ら
れ
て
き

て
い
ま
す
。

今
こ
そ
意
識
を
変
え
る
時

　

以
前
は
男
性
の
仕
事
、
女
性
の
仕
事

と
職
種
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
、
本
人
の
意
欲
次
第
で

活
躍
で
き
る
場
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
の
良
い
流
れ
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
社
会
全
体
で
固
定
観
念
の
壁
を

壊
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
イ
ク
メ
ン
」「
イ
ク
ジ
イ
」
と
い
う

新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
象
徴
す
る
よ
う

に
、
日
本
の
あ
る
企
業
で
は
対
象
と
な

る
男
性
職
員
全
員
に
、
育
児
休
業
を
取

得
さ
せ
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

上
司
と
対
象
者
が
年
間
の
業
務
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
調
整
を
し
、
い
つ
休
め
る
か
を

具
体
的
に
提
案
す
る
な
ど
、
会
社
が
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
男
性
職
員
が
育
児
に

積
極
的
に
協
力
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
女
性
職
員
も
仕
事
と

育
児
を
両
立
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
だ
と
は
い

え
、
い
ま
だ
に
家
庭
の
こ
と
は
女
性
の

仕
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
は
多

く
、
そ
の
分
女
性
の
負
担
が
増
え
て
い

ま
す
。
専
業
主
夫
も
だ
ん
だ
ん
増
え
て

き
た
現
在
、
今
一
度
自
分
た
ち
が
家
庭

で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
掃
除
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
を
一
緒

に
す
る
、
曜
日
を
決
め
て
育
児
を
分
担

す
る
な
ど
、
ま
ず
は
で
き
る
範
囲
の
こ

と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

物
事
を
一
方
だ
け
の
考
え
で
捉
え
る

こ
と
は
、
実
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
意
見
を
出
し
合
う
こ
と

で
疑
問
や
問
題
点
が
生
ま
れ
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
る
こ
と
で
一
歩
先
へ
進
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
男

女
が
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、
助
け
合

う
社
会
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

男
女
の
長
所
を
も
っ
と
生
か
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
社
会
を
築

く
一
歩
に
な
る
は
ず
で
す
。
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瑞
宝
双
光
章

おおずニュース

「大洲芸術の森建設促進会」から
寄付をいただきました

春の叙勲

県
内
初
！
は
だ
か
麦
粉
パ
ン
が

学
校
給
食
に
提
供
さ
れ
ま
し
た

　

県
内
産
は
だ
か
麦
粉
１
０
０
％
で
作

ら
れ
た
﹁
は
だ
か
麦
粉
パ
ン
﹂
が
６
月

11
日
㈫
、
愛
媛
県
で
初
め
て
河
辺
地
域

を
除
く
大
洲
市
内
の
学
校
給
食
に
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

　

は
だ
か
麦
は
大
麦
の
一
種
で
、
脱
穀

す
る
と
簡
単
に
表
皮
が
は
が
れ
や
す
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
は
だ
か
麦
の
生
産
量
日
本
一
は

愛
媛
県
で
あ
り
、
全
国
の
収
穫
量
の
お

よ
そ
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

は
だ
か
麦
は
玄
米
に
比
べ
糖
質
、
カ
ル

シ
ウ
ム
を
多
く
含
み
、
食
物
繊
維
に
つ

い
て
は
白
米
の
10
倍
以
上
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

は
だ
か
麦
は
栄
養
面
で
魅
力
的
な
食

材
で
す
が
、
パ
ン
に
す
る
と
生
地
が
固

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
産
業
技
術

研
究
所
に
よ
る
製
造
技
術
の
開
発
に
よ

り
、
柔
ら
か
い
パ
ン
を
作
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
市
内
︵
一
部
内
子
町
︶
の
製

パ
ン
業
者
が
約
４
２
０
０
人
分
を
用
意

し
、
各
小
中
学
校
と
幼
稚
園
の
給
食
に

提
供
し
ま
し
た
。
配
食
さ
れ
た
学
校
の

子
ど
も
た
ち
に
は
﹁
も
ち
も
ち
し
て
お

い
し
い
﹂﹁
香
ば
し
い
匂
い
が
す
る
﹂

な
ど
と
好
評
で
、
み
ん
な
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　大洲芸術の森建設促進会様より、大洲市の芸術
環境整備のための資金として、7,840,819円を寄
付していただきました。
　この寄付金は、同会が平成 2年から26回にわた
り開催してきた、「おおず音楽祭」での募金活動
などにより積み立てられたものです。
　いただいた寄付金は、大洲市の芸術環境整備のた
めに有効活用させていただきます。

　関さんは、長年にわたり学校保健業
務にご尽力されたご功績により、この
たび、瑞宝双光章を受章されました。

関　　　久
ひさ

　香
か

　さん
（平野町平地）
学校歯科医
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まちのわだい

自然を満喫
～川上地区幼稚園合同保育・川遊び～

楽しめばそれでオッケー
～第₃₄回肱川クロッケー大会～

ホタル観賞と音楽の夕べ
～河辺ふるさとの宿ホタル祭り～

　肱川町内の幼稚園（中野・正山・大谷・予子林）と
河辺幼稚園による合同保育が、鹿野川河原で実施され
ました。
　当日は、21人の園児全員が元気よく自己紹介を行
い、今回の川遊びで楽しみにしていることを発表しま
した。その後は、オタマジャクシなどの川の生き物を
捕まえたり、水をかけ合ったりと、子どもたちは元気
いっぱいにはしゃいでいました。

　毎年恒例の「肱川クロッケー大会」が、高砂運動場
で開催されました。
　この大会は、クロッケーを通じてお互いの親睦を図
り、健康づくりと軽スポーツの普及を図るために行わ
れています。今年は、昨年より 3チーム多い15チーム
（45人）が参加しました。
　梅雨に入り天候が心配されていましたが、当日は晴
天に恵まれ、参加したみなさんは元気よくプレーを楽
しんでいました。

　自然豊かな河辺の夏の風物詩、ホタル祭りが開催さ
れました。
　当日はギターやハーモニカなどの演奏からスター
トし、その後、ホタルの生態や観賞のポイントについ
て講習会が行われました。辺りが薄暗くなった頃、沿
道の竹灯りに先導され、観賞場所に着いた参加者は、
時間を追うごとに増えていくホタルの美しい幻想的
な光を、心行くまで楽しんでいました。

₆ 月 ₈ 日㈯

₆月₁₁日㈫

₆月₁₂日㈬

風にも負けず、泥にも負けず
～第₁₉回どろんこミニバレー大会～

　第19回どろんこミニバレー大会が、白滝公民館柴分
館前の水田で開催されました。
　当日は快晴であったものの風が強く、ボールは右へ
左へと流されていました。また、選手たちは水田の泥
に足をとられ思うようなプレーができず、悪戦苦闘し
ていました。
　どの試合も珍プレーや好プレーで盛り上がり、選手
たちは泥だらけになりながらも、必死にボールを追い
かけていました。

₆ 月₁₆日㈰
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文化財

上須戒のモッコク
大洲市指定天然記念物
個人所有

　上須戒ふれあい広場（旧
大洲少年自然の家）の一角
で、スギやヤブツバキ、ア
カメガシワなどが混生する場所にある本樹は、根
回り4.4ｍ、高さ約16ｍ、樹齢約250年と推定されて
います。
　通常モッコクの幹は、一本立ちの樹木ですが、
本樹は根元より約2.5ｍの高さのところで 7 つの幹
に分かれています。これは、一度切られた根株か
ら株立ちしたと考えられています。
　広場の片隅に残された小さな茂みは、鎮

ちん

守
じゅ

の森
として地元で大切に守り継がれています。

　（昭和63年12月21日指定）

シリーズ

野　鳥

オオアカゲラ（大赤啄木鳥）
キツツキ目キツツキ科
大きさ28㎝

　出
しゅっせきじ

石寺などの標高の少し高い所に生息する、黒、白、
赤色をしたヒヨドリくらいの大型のキツツキの仲間で
す。個体数は少ないのですが、平地にも暮らすアオ
ゲラとうまく住み分けをしています。「キョッ、キョッ」
と鳴いて「カラララララ………」と木を突き、音を出
しますが、アオゲラより低音に聞こえます。
　キツツキはいつも止まって、木を突いているように
思われがちですが、普段は地面に降りて、倒木のア
リなどを食べています。同じ餌を食べる仲間がいても、
うまく競合しないように違いを持たせたりして、子孫
を残していく姿を見ていると、自然界ほど奥が深く、
我々人類の大先輩のような気がしてなりません。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

がんばる大洲企業
　

弊
店
は
昭
和
45
年
に
創
業
し
、
現
在

は
５
人
の
従
業
員
で
主
に
志
ぐ
れ
の
製

造
を
行
い
、
市
内
外
の
８
施
設
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

弊
店
で
は
従
来
、
販
売
す
る
志
ぐ
れ

は
１
種
類
だ
け
で
し
た
が
、
よ
り
多
く

の
お
客
様
に
提
供
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
今
で
は
合
計
８
種
類
の
志
ぐ
れ
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
幅

広
い
年
齢
層
の
お
客
様
に
好
評
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
年
々
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増

え
て
い
ま
す
。

　

新
商
品
を
開
発
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
も
ち
麦
や
柚
子
、
梅
、
よ
も
ぎ
な

ど
の
原
材
料
に
大
洲
産
を
使
用
し
、
地

産
地
消
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
大
洲

産
の
原
材
料
に
は
良
質
な
も
の
が
多
い

の
で
、
商
品
を
通
し
て
も
っ
と
大
洲
産

の
良
さ
を
広
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

製
造
工
程
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

山
　
栄
　
堂
～
真
心
を
込
め
て
良
い
も
の
を
提
供
す
る
～

▽
所
在
地　

常
磐
町
１
２
８
・
１

▽
電　

話　

㉔
５
３
２
２

手
作
業
で
行
う
た
め
大
量
生
産
は
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
機
械
で
作
ら
れ
る

も
の
と
比
べ
る
と
、
そ
の
出
来
栄
え
に

は
っ
き
り
と
差
が
出
ま
す
。
手
間
暇
は

か
か
り
ま
す
が
、
真
心
を
込
め
て
作
っ

た
も
の
に
は
、
お
客
様
に
必
ず
何
か
伝

わ
る
モ
ノ
が
あ
り
ま
す
。

　

販
売
競
争
が
激
化
す
る
中
、
商
品
の

周
知
方
法
も
一
つ
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
の
﹁
大
洲
え
え
モ
ン
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
﹂
で
は
、
弊
店
の
商
品
を
広

く
紹
介
で
き
る
い
い
機
会
と
な
り
、
次

に
つ
な
が
る
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
真
心
の
込
も
っ
た
良
質
な

商
品
を
お
客
様
に
提
供
し
、
弊
店
に
し

か
出
せ
な
い
味
を
、
次
の
代
へ
引
き
継

げ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
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大
洲
の
食
育

　

河
辺
中
学
校
で
は
、
生
徒
の
食

の
自
己
管
理
能
力
を
高
め
る
た
め

に
、
３
年
生
が
保
護
者
と
協
力
し

て
リ
ク
エ
ス
ト
献
立
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
学
級
活
動
で
、
献
立
の
立

て
方
や
食
材
の
選
び
方
に
つ
い
て

学
習
を
行
い
、
そ
の
後
、
主
食
・

主
菜
・
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
を
考
え
ま
す
。
そ
れ
を
基
に
栄

養
計
算
さ
れ
た
も
の
を
本
人
に
返

却
し
、
自
分
の
考
え
た
献
立
内
容

を
確
認
し
な
が
ら
、
必
要
な
栄
養

素
が
満
た
さ
れ
る
献
立
に
な
る
よ

う
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
給
食
当
日
に
は
保

護
者
に
も
来
て
い
た
だ
き
、
一
緒

に
給
食
を
食
べ
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
献
立
の
工
夫
点
な
ど
に
つ

い
て
、
一
組
ず
つ
発
表
し
て
も
ら

い
ま
す
。

～
親
子
で
考
え
よ
う
！

リ
ク
エ
ス
ト
献
立
～

★

★

おおずの女性 ～輝いて今～

ともに考え、ともに実践する　～第18回男女共同参画社会づくり推進県民大会～

　男女がお互いに人権を尊重し、個性と能力を発揮
できる男女共同参画社会の実現を目指すことを目的
に、第18回男女共同参画社会づくり推進県民大会が
6 月18日㈫、松山市のひめぎんホールで開催されま
した。
　当日は、志村なるみ氏（ABC Cooking Studio創
立者）を講師に招き「ビジネスを育てる女性の力

パワー
－

夢・起業・経営－」を演題として、基調講演が行わ
れました。女性の視点を生かした経営方法などにつ
いてお話しいただき、参加したみなさんは真剣に耳
を傾けていました。
　その後、「女性の活躍は地域経済活性化の切り札
－ “起業” と “企業” を考える－」と題したパネル
トークが行われ、男女共同参画における現在の問題
点・改善点について、それぞれ討論がなされました。
　大洲市からは、大洲市女性団体連絡協議会と第11

期おおず女性塾合わせて16人が参加し、それぞれ熱
心にメモを取っていました。
　第11期おおず女性塾では、今年度から 2 年間の活
動がスタートします。随時入塾を受け付けています
ので、ぜひご参加ください。

【
左
か
ら
】

キ
ム
チ
ご
は
ん
・
鶏
空
揚
げ
・

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
・
わ
か
め
ス
ー
プ　

　

生
徒
や
保
護
者
た
ち
か
ら
は
、

﹁
実
際
に
献
立
を
考
え
る
過
程
で
、

食
材
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
塩

分
量
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
﹂﹁
食

物
繊
維
が
不
足
し
て
し
ま
う
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
も
気
を
つ
け
て
い
こ

う
と
い
う
意
識
が
も
て
た
﹂
な
ど

の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
、
こ
の
活
動
を

通
し
て
、
家
庭
で
の
食
事
内
容
を

見
直
す
機
会
を
増
や
せ
る
よ
う
に

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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お し ら せ
　
10
周
年
え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
２
０
１
３

　

～
祭
り
が
人
を
変
え　
人
が
街
を
革か

え
る
～

　大洲川まつり花火大会
　～夜空を彩る大輪の花～
　大洲城を挟んでの「ナイアガラの滝」、さまざ
まな思いを打ち上げる「おめでとう・ありがと
う花火」。
　大洲でしか味わうことのできない、音と光の
演出をお楽しみください。

【日　時】
８ 月 3 日㈯、 ４日㈰
午後 ８時～ ９時
※雨天時は翌日以降に順延

【場　所】
▽ 3日㈯　肱北河原
▽ ４日㈰　肱南河原

【問い合わせ先】
大洲市観光協会　
☎2４－2６６４

　ながはま赤橋夏まつり

 

前
夜
祭

【
日
　
時
】
８
月
17
日
㈯　

午
後
２
時
～
７
時

【
場
　
所
】
オ
ズ
メ
ッ
セ
21

▽
リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲
駐
車
場

▽
愛
た
い
菜
駐
車
場

※
荒
天
時
は
リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲
ホ
ー
ル

 

本　

祭

【
日
　
時
】
８
月
18
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
８
時

【
場
　
所
】

肱
川
緑
地
公
園
～
肱
南
商
店
街
︵
本
町

一
丁
目
︶
～
肱
北
商
店
街
︵
殿
町
・
常

磐
町
︶
～
新
町
商
店
街
～
ア
ク
ト
ピ
ア

大
洲
～
肱
川
緑
地
公
園

※ 

荒
天
時
は
大
洲
市
総
合
体
育
館

※
両
日
と
も
雨
天
決
行

 

一
般
審
査
員
を
募
集

　

え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
の
一

般
審
査
員
を
、
大
洲
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
公
募
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
振
興
会

事
務
局
︵
い
づ
み
や
内
︶

☎
０
８
０
︵
６
３
８
９
︶
４
３
５
１

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://ehim
eyosakoi.com

/

本
町
演
舞
場

殿町演舞場 新町演舞場常磐町演舞場

アクトピア
競演場

アクトピア大洲緑地公園
開会・閉会式会場
緑地公園特設会場

【開催日】� ８ 月 3 日㈯
【場　所】 長浜中学校グラウンド　ほか
【内　容】
長浜中学校グラウンド
▽魚のつかみ取り大会（小学生）

午後 3時から受け付け
▽出店・ビアガーデンオープン� 午後 5時30分～
▽吹奏楽・ゴスペル・　　　　 午後 ６時～
　ソーラン踊りほか　　
▽花火打ち上げ� 午後 ８時30分～

長浜ふれあい会館 
▽第17回ながはま赤橋夏まつり� 午前 ９時30分～
　俳句大会

【問い合わせ先】
ながはま赤橋夏まつり
実行委員会（長浜支所）
☎52－1111

広報大洲 ８月号 10



Information

　鹿野川夏まつり

　鹿野川ダムに映る花火は壮観。ご家族お誘い
合わせの上、ぜひお越しください。

【日　時】 ８ 月11日㈰
　　　　　午前11時～午後 ９時50分
　　　　 ※雨天時は翌日に延期

【場　所】肱川支所前の市道
（鹿野川タクシー付近から肱川郵便局までの間）
【内　容】
七夕笹かざりコンクール、肱川ＴＫＪトーナメ
ント（小学生対象）、じゃんけんトーナメント（幼
稚園児対象）、文化協会発表、ダンス、各種出店、
花火大会（午後 ９時～鹿野川ダム湖）など

【問い合わせ先】
鹿野川夏まつり実行委員会
（肱川支所）
☎3４－2311

　かわべふるさと祭り

　山頂から打ち上げられる花火は迫力満点！楽
しい催しものもたくさんありますので、ぜひご
来場ください。

【日　時】 ８月1４日㈬　午後 ４時30分～ ９時30分

【場　所】 河辺ふるさと公園（おまつり広場）
　　　　　※雨天時は河辺中学校体育館

【内　容】 花火大会、葵
あおい

かを里
り

歌謡ショー、
　　　　　ウルトラセブンと遊ぼう　ほか

【問い合わせ先】
かわべふるさと祭り実行
委員会（河辺公民館内）
☎3９－2551

　

い
よ
い
よ
、
い
も
た
き
の
季
節
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
秋
の
夜
長
に
月
明

か
り
の
下
、
涼
し
い
夜
風
に
吹
か
れ
な

が
ら
３
０
０
年
の
歴
史
あ
る
大
洲
の
い

も
た
き
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

煮
会
で
は
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
８
月
29
日
㈭
～
10
月
下
旬

【
実
施
場
所
】
如
法
寺
河
原

【
料
　
　
金
】
１
人　

２
０
０
０
円
～

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会　

☎
㉔
２
６
６
４

　

秋
の
風
物
詩
「
元
祖
お
お
ず
の
い
も
た
き
」
が
始
ま
り
ま
す

　

第
16
回
山
鳥
坂
の
夜
神
楽 

～
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
～

　

今
年
で
16
回
目
を
迎
え
る
夜
神
楽

は
、
岩
谷
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、

毎
年
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

今
年
も
大
蛇
が
空
か
ら
舞
い
降
り

て
、
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
歓
迎
し
ま

す
。
併
せ
て
、
森
と
水
を
考
え
る
交
流

会
︵
パ
ネ
ル
展
︶
も
開
催
し
ま
す
。

【
日
　
時
】
８
月
13
日
㈫

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

※
雨
天
決
行
︵
神
事
の
後
、神
楽
開
始
︶

【
場
　
所
】
旧
岩
谷
小
学
校

【
内
　
容
】�

各
種
バ
ザ
ー
、
餅
・
菓
子

ま
き

【
問
い
合
わ
せ
先
】

夜
神
楽
実
行
委
員
会
︵
岩
谷
分
館
︶

☎
㉞
２
９
７
４
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﹁
肱
川
あ
ら
し
﹂
と
は
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
霧
を
伴
っ
た
冷
気
風
が
、
肱
川

上
流
か
ら
伊
予
灘
へ
吹
き
出
す
と
い
う

世
界
的
に
も
珍
し
い
自
然
現
象
で
す
。

　

こ
の
﹁
肱
川
あ
ら
し
﹂
が
午
前
７
時

か
ら
７
時
30
分
ま
で
の
間
に
、
長
浜
大

橋
地
点
で
確
認
で
き
る
最
初
の
日
を

﹁
発
生
初
日
﹂
と
定
義
付
け
、
次
の
と

お
り
﹁
発
生
初
日
当
て
ク
イ
ズ
﹂
を
実

施
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

８
月
１
日
㈭
～
９
月
20
日
㈮

︵
当
日
消
印
有
効
︶

　
肱
川
あ
ら
し
発
生
初
日
当
て
ク
イ
ズ

　平成の大修理「如
に ょ

法
ほ う

寺
じ

仏殿」の修理工事現場見学会

　国の重要文化財「如法寺仏殿」では、現在、保存
修理工事が実施されています。工事は終盤に差し掛
かり、今回、文化財修理の様子を見ていただく見学
会を実施します。「土居葺き」や「瓦葺き」といっ
た職人技のほか、鬼瓦や天井画を間近で見学できる
最後の機会ですので、ぜひご参加ください。

【日　時】 ８ 月2４日㈯　※雨天決行で 5回実施
▽午前 ９時～ 10時30分�　▽午前10時30分～正午
▽午後 1時～ 2時30分�　▽午後 2時30分～ ４時
▽午後 ４時～ 5時30分

【参加費】 無料　※事前に申し込みが必要です。
【応募方法】
ハガキまたはメールで申し込み、応募者全員の住所・
氏名・年齢・連絡先・希望時間帯を記入
▽電話・ＦＡＸでの応募は不可
▽１通につき２人まで応募可能
▽応募多数の場合は抽選
※当選者には「参加証」を発送

（当選通知は、８月1６日㈮までに郵送または送信します。）
【応募締切日】 ８月 ９日㈮
▽ハガキは当日消印有効　▽メールは当日午後5時まで

【応募・問い合わせ先】
〒7９5－0012　　大洲市大洲８９1番地１
大洲市教育委員会生涯学習課
☎2４－1735
shogaigakushuka@city.ozu.ehime.jp

近年の発生初日

平成2４年10月25日
平成23年10月20日
平成22年10月1８日
平成21年10月11日
平成20年10月1６日

【
応
募
方
法
】

　

官
製
は
が
き
に
、
発
生
予
想
日
﹁
平

成
25
年
○
月
○
日
﹂
と
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
お
よ
び

希
望
賞
品
︵
食
事
券
ま
た
は
特
産
品
︶

を
ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

※ 

応
募
は
１
人
１
通
と
し
、
応
募
に
よ

る
個
人
情
報
は
、
抽
選
、
賞
品
発
送

以
外
の
用
途
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

【
賞
　
品
】

当
選
者
に
つ
い
て

　

的
中
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
、
抽
選
で

15
人
を
当
選
者
と
し
、
大
洲
市
長
浜
で

使
え
る
５
０
０
０
円
相
当
の
食
事
券
ま

た
は
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

残
念
賞
に
つ
い
て

　

当
選
者
以
外
の
中
か
ら
、
抽
選
で
40

人
に
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
９
・
３
４
０
１

大
洲
市
長
浜
甲
４
８
０
・
３

肱
川
あ
ら
し
実
行
委
員
会︵
長
浜
支
所
︶

☎
�
１
１
１
１

お し ら せ
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凡　例

震度４

震度５弱

震度５強

震度６弱

震度６強

震度７

震度３以下

愛媛県震度分布図　　南海トラフ巨大地震（5ケース重ね合せ）

1:200,000

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図200000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、　第129号）

基本ケース 陸側ケース

東側ケース 西側ケース

経験的手法

　

冷
静
に
受
け
止
め
、
正
し
く
恐
れ
る　
～
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
～

　

愛
媛
県
は
平
成
25
年
６
月
10
日
、
地
震
被
害
想
定

調
査
第
一
次
報
告
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

南海トラフ
巨大地震

安芸灘～伊予灘～
豊後水道の
プレート内地震

讃岐山脈南縁－石
鎚山脈北縁東部の

地震
石鎚山脈
北縁の地震

石鎚山脈北縁西部
－伊予灘の地震

震度７ 震度６弱 震度４ 震度４ 震度６強

（表１）愛媛県が想定した各地震における大洲市の最大震度

図１　南海トラフ巨大地震の震度分布

凡　例

震度７

震度６強

震度６弱

震度５強

【
こ
れ
ま
で
の
国
・
県
な
ど
の
動
向
】

▽ 

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
従
来
の

想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震
と
津

波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生

▽ 

こ
れ
を
受
け
、
内
閣
府
は
、
南

海
ト
ラ
フ
に
お
け
る
発
生
頻
度

は
極
め
て
低
い
も
の
の
、
発
生

す
れ
ば
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波

に
つ
い
て
、
平
成
24
年
８
月
に

想
定
結
果
を
公
表　

▽ 

愛
媛
県
は
、
国
が
大
規
模
地
震

と
し
て
検
討
対
象
と
し
た
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
ほ
か
、
愛

媛
県
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

中
央
構
造
線
断
層
帯
に
よ
る
地

震
な
ど
、
愛
媛
県
に
お
け
る
最

大
ク
ラ
ス
の
地
震
発
生
に
伴
う

被
害
想
定
調
査
を
実
施

 

市
内
の
一
部
で
震
度
７

　

今
回
の
愛
媛
県
の
想
定
に
よ
る
と
大

洲
市
に
お
け
る
最
大
震
度
は
、
表
１
の

と
お
り
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る

も
の
で
、
そ
の
市
内
各
地
の
揺
れ
の
様

子
は
、
図
１
の
分
布
と
な
り
ま
し
た
。
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津
波
に
備
え
る

最
高
津
波
水
位
（
表
２
）

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
最
高
津
波

水
位
︵
表
２
︶
は
、
長
浜
港
の
沖
合
30

メ
ー
ト
ル
地
点
に
お
け
る
津
波
の
最
大

値
を
示
し
た
も
の
で
標
高
︵
東
京
湾
平

均
海
面
か
ら
の
高
さ
︶
３
・
８
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
津つ

波な
み

波は

高こ
う

は
、
長
浜
港
で
最
大
２
・
２
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

津
波
到
達
時
間
（
表
３
）

ア�

海
面
変
動
影
響
開
始
時
間

　

地
震
が
発
生
す
る
と
地
殻
変
動
に
よ

り
地
盤
の
隆
起
・
沈
降
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
瀬
戸
内
海
側
で
も

傾
き
の
生
じ
た
海
面
に
よ
り
流
れ
が
生

じ
、
海
面
変
動
が
発
生
し
ま
す
。

　

海
面
変
動
の
影
響
開
始
時
間
は
、
地

震
発
生
後
の
海
面
か
ら
＋
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス－
20
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
変
動
が
生
じ
た
時
の
時
間

を
表
す
も
の
で
、
必
ず
し
も
震
源
域
か

ら
伝
播
し
て
く
る
直
接
的
な
津
波
の
影

響
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長

浜
町
出
海
や
長
浜
港
で
は
、
地
震
発
生

後
４
分
で
影
響
が
生
じ
る
の
で
海
岸
で

は
注
意
が
必
要
で
す
。

イ�

最
高
津
波
水
位
到
達
時
間

　

市
内
の
海
岸
部
で
は
、
お
よ
そ
２
時

間
半
後
に
最
高
津
波
水
位
と
な
る
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。　

ウ�

津
波
到
達
時
間

　

１
メ
ー
ト
ル
の
津
波
到
達
時
間
が
市

内
で
一
番
早
い
の
は
、
長
浜
町
出
海
の

28
分
で
、
前
述
の
海
面
変
動
の
影
響
に

よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
長
浜
港
で
は

１
時
間
29
分
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
長

浜
町
出
海
︵
28
分
︶
と
ほ
ぼ
同
じ
時
間

に
１
メ
ー
ト
ル
に
達
し
な
い
も
の
の
、

そ
れ
に
近
い
水
位
の
津
波
到
達
が
予
測

さ
れ
て
い
て
、
注
意
が
必
要
で
す
。

東京湾平均海面からの標高（A）+（B） うち朔
さく

望
ぼう

平均満潮位（A) うち津波波高（B)

3.8ｍ 1.6ｍ 2.2ｍ

（表２）長浜港における最高津波水位

朔望平均満潮位：朔（新月）および望（満月）の日から５日以内に現れる各月の最高満潮面の平均値

※　+１ｍ：津波水位から初期潮位（朔望平均満潮位）を引いた波高が+１ｍになった時間（+２ｍも同様）

（表３）海面変動影響開始時間を含む津波到達時間

最短津波到達時間

±20㎝ ＋１ｍ※ ＋２ｍ 最高津波水位

長浜町出海 ４分 2８分 ２時間1４分 ２時間35分

長　浜　港 ４分 １時間2９分 ２時間22分 ２時間４5分

 津波の解説図

津
波
に
よ
る
浸
水
深
が
示
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
発
表
さ
れ
た
国
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
想
定
で
は
、
本
市
で
津
波
浸
水
域
︵
海

岸
線
か
ら
陸
域
に
津
波
が
遡
上
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
区
域
︶
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、今
回
の
県
報
告
書
で
は
、

長
浜
の
市
街
地
を
は
じ
め
、
海
岸
地
域
で
最

大
浸
水
深
︵
陸
上
の
各
地
点
で
水
面
が
最
も

高
い
位
置
に
来
た
時
の
地
面
か
ら
水
面
ま
で

の
高
さ
︶
が
１
～
２
メ
ー
ト
ル
の
想
定
と
な

っ
て
い
て
、
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
浸

水
域
が
93
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
る
と
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。︵ 

図
２�

と 

図
３�

︶

　

な
お
、
こ
の
津
波
被
害
の
想
定
の
前
提
と

な
る
地
震
発
生
後
の
構
造
物
な
ど
の
条
件

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
護
岸
お
よ
び
防
波
堤

　

 　

耐
震
や
液
状
化
に
対
す
る
技
術
的
評
価

結
果
が
な
け
れ
ば
、
構
造
物
は
地
震
お
よ

び
液
状
化
に
よ
り
全
て
破
壊
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

▽
堤　

防

　

 　

耐
震
や
液
状
化
に
対
す
る
技
術
的
評
価

結
果
が
な
け
れ
ば
、
地
震
お
よ
び
液
状
化

に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
堤
防
高
は
地
震
前
の

25
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
さ
︵
効
果
︶
に
な
る

も
の
と
す
る
。

▽
道
路
・
鉄
道

　
　

地
形
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

▽
水
門
な
ど

　

 　

耐
震
自
動
降
下
対
策
済
み
の
施
設
お
よ

び
常
時
閉
鎖
の
施
設
は
閉
じ
た
状
態
と

し
、
こ
れ
以
外
は
開
い
た
状
態
と
す
る
。
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      浸水深 (m)

20.0 -

10.0 - 20.0

5.0  - 10.0

4.0  -  5.0

3.0  -  4.0

2.0  -  3.0

1.0  -  2.0

0.3  -  1.0

0.01 -  0.3

µ
1:21,000

愛媛県津波浸水想定 ＜大洲市＞

0 10.5
km

【注】無人島については浸水深の着色をおこなっておりませんが、津波が来ないということではありません。

【留意事項】

○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくり

　に関する法律(平成23年法律第123号)第8条第

　１項に基づいて設定するもので、津波防災地

　域づくりを実施するための基礎となるもので

　す。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が

　悪条件下において発生した場合に想定される

　浸水の区域(浸水域)と水深(浸水深)を表した

　ものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を

　基に、過去に実際に発生した津波や今後発生

　が想定される津波から設定したものであり、

　これよりも大きな津波が発生する可能性がな

　いというものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や

　建築物の影響のほか、地震による地盤変動や

　構造物の変状等に関する計算条件との差異に

　より、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水

　深がさらに大きくなったりする場合がありま

　す。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、

　避難を中心とした津波防災対策を進めるため

　のものであり、津波による災害や被害の発生

　範囲を決定するものではないことにご注意下

　さい。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、

　第二波以降に最大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内

　や湖沼内の水位変化を図示していませんが、

　津波の遡上等により、実際には水位が変化す

　ることがあります。

○　今後、数値の精査や表記の改善等により、

　修正の可能性があります。

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図25000を複製したものである。（承認番号　平25情複、　第129号）

      浸水深 (m)

20.0 -

10.0 - 20.0

5.0  - 10.0

4.0  -  5.0

3.0  -  4.0

2.0  -  3.0

1.0  -  2.0

0.3  -  1.0

0.01 -  0.3

µ
1:21,000

愛媛県津波浸水想定 ＜大洲市＞

0 10.5
km

【注】無人島については浸水深の着色をおこなっておりませんが、津波が来ないということではありません。

【留意事項】

○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくり

　に関する法律(平成23年法律第123号)第8条第

　１項に基づいて設定するもので、津波防災地

　域づくりを実施するための基礎となるもので

　す。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が

　悪条件下において発生した場合に想定される

　浸水の区域(浸水域)と水深(浸水深)を表した

　ものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を

　基に、過去に実際に発生した津波や今後発生

　が想定される津波から設定したものであり、

　これよりも大きな津波が発生する可能性がな

　いというものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や

　建築物の影響のほか、地震による地盤変動や

　構造物の変状等に関する計算条件との差異に

　より、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水

　深がさらに大きくなったりする場合がありま

　す。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、

　避難を中心とした津波防災対策を進めるため

　のものであり、津波による災害や被害の発生

　範囲を決定するものではないことにご注意下

　さい。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、

　第二波以降に最大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内

　や湖沼内の水位変化を図示していませんが、

　津波の遡上等により、実際には水位が変化す

　ることがあります。

○　今後、数値の精査や表記の改善等により、

　修正の可能性があります。

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図25000を複製したものである。（承認番号　平25情複、　第129号）

      浸水深 (m)

20.0 -

10.0 - 20.0

5.0  - 10.0

4.0  -  5.0

3.0  -  4.0

2.0  -  3.0

1.0  -  2.0

0.3  -  1.0

0.01 -  0.3

µ
1:21,000

愛媛県津波浸水想定 ＜大洲市＞

0 10.5
km

【注】無人島については浸水深の着色をおこなっておりませんが、津波が来ないということではありません。

【留意事項】

○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくり

　に関する法律(平成23年法律第123号)第8条第

　１項に基づいて設定するもので、津波防災地

　域づくりを実施するための基礎となるもので

　す。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が

　悪条件下において発生した場合に想定される

　浸水の区域(浸水域)と水深(浸水深)を表した

　ものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を

　基に、過去に実際に発生した津波や今後発生

　が想定される津波から設定したものであり、

　これよりも大きな津波が発生する可能性がな

　いというものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や

　建築物の影響のほか、地震による地盤変動や

　構造物の変状等に関する計算条件との差異に

　より、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水

　深がさらに大きくなったりする場合がありま

　す。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、

　避難を中心とした津波防災対策を進めるため

　のものであり、津波による災害や被害の発生

　範囲を決定するものではないことにご注意下

　さい。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、

　第二波以降に最大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内

　や湖沼内の水位変化を図示していませんが、

　津波の遡上等により、実際には水位が変化す

　ることがあります。

○　今後、数値の精査や表記の改善等により、

　修正の可能性があります。

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図25000を複製したものである。（承認番号　平25情複、　第129号）

図２　津波被害想定区域（長浜、青島、沖浦、今坊、須沢） ［今坊］

図３　津波被害想定区域（櫛生、出海）

最大浸水深（ｍ）

1.0�－�2.0

0.3�－�1.0

0.01－0.3

【留意事項】
○�　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する
法律（平成23年法律第123号）第８条第１項に基づい
て設定するもので、津波防災地域づくりを実施するた
めの基礎となるものです。
○�　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下
において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水
域）と水深（浸水深）を表したものです。
○�　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過
去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波
から設定したものであり、これよりも大きな津波が発
生する可能性がないというものではありません。
○�　浸水域の浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の
影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状など
に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水
が発生したり、浸水深がさらに大きくなったりする場
合があります。
○�　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心
とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波
による災害や被害の発生範囲を決定するものではない
ことにご注意ください。
○�　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波
以降に最大になる場所もあります。
○�　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内
の水位変化を図示していませんが、津波の遡上などに
より、実際には水位が変化することがあります。
○�　今後、数値の精査や表記の改善などにより、修正の
可能性があります。

［青島］

［長浜］

［沖浦］

［須沢］

［櫛生］

［出海］

広報大洲 ８月号15



　

今
回
公
表
さ
れ
た
愛
媛
県
の
地
震
被

害
想
定
は
、
愛
媛
県
地
震
被
害
想
定
調

査
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
想
定
外
を

排
除
し
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し

た
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
を
、
幅
広
く
検

討
す
る
と
い
う
姿
勢
で
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
の
巨
大

地
震
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
愛
媛
県
で
は
巨
大
地
震
に
伴

う
人
的
・
物
的
被
害
お
よ
び
経
済
被
害

な
ど
を
推
計
す
る
こ
と
と
し
て
い
て
、

ま
と
ま
り
次
第
、
順
次
公
表
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

市
で
は
、
愛
媛
県
の
地
震
被
害
想
定

調
査
第
一
次
報
告
の
結
果
や
、
近
く
公

表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
人
的
・
物
的
被

害
報
告
な
ど
を
踏
ま
え
、
大
洲
市
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
行
政
の

推
進
、
防
災
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

 

津
波
に
対
す
る
市
の
取
り
組
み

▽
海
岸
地
域
で
の
海
抜
表
示

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
津
波

か
ら
の
避
難
に
役
立
つ
情
報
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
海
岸
地
域
で
の
海
抜
表
示

板
の
設
置
箇
所
を
増
や
す
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

津
波
に
備
え
る
意
識
を
高
め
る
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
す
。

▽
避
難
路
な
ど
の
整
備

　

市
で
は
今
年
度
、
津
波
・
浸
水
避
難

路
な
ど
の
整
備
に
関
す
る
補
助
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。
自
主
防
災
組
織
が
実

施
す
る
避
難
路
な
ど
の
整
備
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に

お
け
る
避
難
支
援
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

▽
県
や
他
市
町
な
ど
と
の
連
携

　

県
内
自
治
体
な
ど
の
連
携
強
化
を
図

る
た
め
、
愛
媛
県
広
域
防
災
・
減
災
対

策
検
討
協
議
会
が
今
年
度
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
市
で
は
、
県
や
他
市
町

と
連
携
し
被
害
の
最
小
化
に
努
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

 

災
害
時
の
避
難
情
報
に
つ
い
て

　

災
害
時
の
避
難
誘
導
に
つ
い
て
、
防

災
行
政
無
線
や
大
洲
市
災
害
情
報
メ
ー

ル
、
広
報
車
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
文
字

配
信
な
ど
に
よ
り
、
避
難
先
や
避
難
経

路
な
ど
の
情
報
を
適
切
に
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。

▽ 

大
洲
市
防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン

サ
ー
ビ
ス

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
︵
０
０
︶
８
８
６
３

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課

☎
㉔
１
７
４
２

　

国
や
県
が
そ
れ
ぞ
れ
公
表
し
た
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
被
害
想
定
は
、

私
た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し

た
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
の
は
﹁
千
年

に
一
度
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
低
い

頻
度
で
発
生
す
る
よ
う
な
地
震
・
津

波
﹂︵
平
成
25
年
３
月
18
日
、
古
屋

防
災
担
当
大
臣
記
者
会
見
発
言
要

旨
︶
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
よ

う
な
﹁
想
定
外
﹂
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
被
害
に

向
き
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

厳
し
い
数
字
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
被
害
想
定
を
前
提
と
し
て
、
一

歩
一
歩
着
実
に
対
策
を
進
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
、
発
生
頻
度
の
高
い
、

よ
り
被
害
の
小
さ
い
地
震
・
津
波
に

対
し
て
も
有
効
な
防
災
・
減
災
対
策

で
も
あ
り
ま
す
。

　

国
は
、先
の
被
害
想
定
に
合
わ
せ
、

対
策
の
具
体
的
な
内
容
を
示
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
決
し
て
特
別

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

の
は
、
建
物
の
耐
震
化
や
家
具
な
ど

の
転
倒
・
落
下
防
止
対
策
、
津
波
に

対
し
て
は
迅
速
に
避
難
し
、
火
災
に

対
し
て
は
、
消
火
器
材
の
保
有
率
を

高
め
る
な
ど
、
従
来
の
防
災
対
策
を

地
道
に
進
め
る
な
ど
極
め
て
基
本
的

な
取
り
組
み
で
す
。

　

対
策
を
講
じ
る
上
で
重
要
な
こ
と

は
、
ハ
ー
ド
対
策
に
過
度
に
依
存
す

る
こ
と
な
く
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
か
ら
学
ん
だ
よ
う
に
、
日
頃
か
ら

の
避
難
訓
練
、
防
災
教
育
、
災
害
教

訓
の
伝
承
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
ソ
フ
ト
対
策

に
よ
る
具
体
的
な
効
果
は
算
定
し
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
継
続
的

に
実
施
す
れ
ば
確
実
に
効
果
は
現
れ

ま
す
。
市
を
は
じ
め
、
地
域
や
一
人

ひ
と
り
が
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
で

き
る
範
囲
の
減
災
対
策
を
少
し
ず
つ

積
み
重
ね
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
災

害
の
経
験
を
将
来
に
生
か
そ
う
と
努

力
し
て
い
く
、﹁
正
し
く
恐
れ
る
﹂

と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

コ
ラ
ム

  

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
す
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リ
レ
ー
式
に
次
々
と
発
表
を
行
う
、

第
３
回
大
洲
楽
芸
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

大
き
な
舞
台
で
、
練
習
の
成
果
を
発

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
開
催
日
】
12
月
１
日
㈰

【
会
　
場
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
参
加
資
格
】

大
洲
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
市
内
の
職
場
・
学
校
に
通
勤
通
学
し

て
い
る
人
︵
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
メ

ン
バ
ー
に
１
人
以
上
含
む
こ
と
︶

▽
音
楽
演
奏
部
門　

　

 

ピ
ア
ノ
、
楽
器
、
声
楽
、
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
弾
き
語
り
な
ど

※ 

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
小
学

生
以
上
の
人
で
生
演
奏
に
限
り
ま

す
。︵
カ
ラ
オ
ケ
で
の
応
募
は
不
可
︶

▽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門　

　

 

ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
話
芸
、
マ
ジ
ッ
ク

な
ど
︵
年
齢
制
限
な
し
︶

▽
バ
ン
ド
演
奏
部
門

　

 

グ
ル
ー
プ
で
電
気
楽
器
や
ド
ラ
ム
の

演
奏
な
ど

【
注
意
点
】

▽
発
表
は
１
人
︵
組
︶
10
分
以
内

※
バ
ン
ド
演
奏
部
門
は
15
分
以
内

▽
リ
ハ
ー
サ
ル
は
不
可

▽
小
学
生
以
下
は
保
護
者
と
同
行

　
�

第
３
回
大
洲
楽
芸
会

　

出
演
者
募
集

▽�

音
響
照
明
の
使
用
は
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
個
別
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

　

出
演
申
込
書
を
記
入
の
上
、
市
民
会

館
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
、
左
記
事
務
局
で
お
配
り
し
ま

す
。
ま
た
、
大
洲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】
10
月
６
日
㈰

【
募
集
人
数
】
40
人
︵
組
︶
程
度

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
調
整
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
参
加
・
観
覧
料
】
無
料

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
会
館
事
務
局

☎
㉔
４
１
０
５
︵
月
曜
休
館
︶

総
務
課
管
財
係 

☎
㉔
１
７
２
４

　「愛
え

顔
がお

つなぐえひめ国体」のイメージソングを募集 　銀河鉄道９９９イラスト募集

　新谷地区では、昨年度「新谷一万石まちおこ
しの会」が発足し、松本零

れい

士
じ

先生にご協力いた
だき、当地区の町おこし事業を企画しています。
　その一つとして、市民の皆様が描いたイラス
トを零士先生に審査いただき、新谷ふるさとま
つり（10月20日）で展示・表彰したいと考えて
います。受賞者には賞状、記念品をお渡ししま
すので、ぜひ応募ください。

【テーマ】
銀河鉄道999に関するものであれば自由

【規　格】
４つ切り画用紙サイズ
※氏名や住所などを記入してください。

【締切日】 ８ 月31日㈯
【応募・問い合わせ先】
大洲市新谷乙1507－ 3
新谷公民館　
☎25ー002４

Information

　平成2９年（2017年）に開催される、「愛
え

顔
がお

つな
ぐえひめ国体」のイメージソングを募集します。

【応募期間】 7 月1６日㈫～ ９月30日㈪
【募集内容】 歌詞および曲
　　　　　　※歌詞（曲）のみの応募は不可

【応募資格】 アマチュアの人限定（グループ可）
【賞　　金】
▽採用作品１点につき30万円
※中学生以下には賞金相当額の図書カード
▽応募者の中から10人に抽選で記念品を贈呈

【応募・問い合わせ先】
〒7９0－８570
松山市一番町 ４丁目 ４番地 2
第72回国民体育大会愛媛県
準備委員会事務局
イメージソング募集係
☎0８９（９12）2733
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お し ら せ
　
﹁
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
え
ひ
め
1̓4
﹂

︵
主
催
：
愛
媛
朝
日
テ
レ
ビ
︶
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ

ふ
れ
る
発
想
で
、
大
洲
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
Ｃ
Ｍ
を
作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

大
賞
作
品
は
、
年
間
２
０
０
回
放
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

自
治
体
職
員
ま
た
は
自
治
体
が
認
め
た

団
体

　

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
作
品
募
集

　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
」
を
募
集

　
﹁
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂
で

は
、
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
で
キ
ュ
ー
ピ
ッ

ド
役
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

員
を
希
望
さ
れ
る
人
を
対
象
に
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

【
日
　
時
】

８
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
場
　
所
】

大
洲
喜
多
法
人
会
２
階
会
議
室

︵
大
洲
市
中
村
２
１
０

・

39
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
︵
９
３
３
︶
５
５
９
６ 

℻
０
８
９
︵
９
４
７
︶
４
２
５
１

▽
Ｐ
Ｃ
サ
イ
ト

　
http://w

w
w
.m
sc-ehim

e.jp 

▽
携
帯
サ
イ
ト

　

http://w
w
w
.m
sc-ehim

e.jp/m
/

【
申
込
期
限
】
９
月
30
日
㈪

※
事
務
局
へ
の
提
出
期
限

【
提
出
先
】
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

【
審
査
会
（
公
開
収
録
）】

平
成
26
年
２
月
23
日
㈰

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ｅ
ａ
ｔ﹁
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
事
務
局
﹂

☎
０
８
９
︵
９
４
６
︶
９
６
５
１

企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

☎
㉔
１
７
２
８

　職員（医療技術職員・看護師）を追加募集します� 市立大洲病院

【受験資格】
▽日本国籍を有する人
▽地方公務員法第1６条（成年後見人など）に該当しない人

【受付期間】 ８ 月2６日㈪～ ９月30日㈪
【問い合わせ先】
大洲病院　☎2４－2151　詳しくは市立大洲病院ホームページをご覧ください。

採用予定職種 人　数 受　験　資　格

作業療法士 若干名
昭和5８年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で、作業療法士の免許を有する人
または平成2６年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

薬 剤 師 若干名
昭和5８年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で、薬剤師の免許を有する人また
は平成2６年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

看 護 師 若干名
昭和４８年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で、看護師の免許を有する人また
は平成2６年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人
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Information

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
に
交
付
し
て
い
る
高
齢
受
給

者
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
㈬
で

す
。
新
し
い
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
ご

ろ
に
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
の
で
、

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
自
己
負
担
割
合
を

示
す
も
の
な
の
で
、
医
療
機
関
な
ど
で

受
診
す
る
時
に
は
、
保
険
証
と
一
緒
に

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

︵
支
給
停
止
の
人
を
含
む
。︶
は
、
受
給

資
格
確
認
の
た
め
、
毎
年
８
月
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
を
提

出
し
な
い
場
合
は
、
手
当
の
支
給
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
該
当
者
に
は
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
必
ず
本
人
が

期
限
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
未
提
出
の
ま
ま
２
年
間
経
過

　
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
の
送
付
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
に
つ
い
て

※ 

負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
所

得
を
基
に
毎
年
８
月
１
日
に
見
直
し

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課
国
保
係

　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
１
３

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　

☎
㉞
２
３
３
１

河
辺
支
所　

☎
㊴
２
１
１
３

す
る
と
、
受
給
権
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　

☎
㉔
５
７
１
８

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　

☎
㉞
２
３
４
７

河
辺
支
所　

☎
㊴
２
１
１
３

　「限度額適用認定証」・
　「限度額適用・標準負担額減額認定証」の更新について

　「限度額適用認定証」・「限度額適用・標準負担額
減額認定証」とは、国民健康保険の加入者が、医療
機関などでの窓口払いを、自己負担限度額までに留
めることができる証です。
　現在交付している認定証の有効期限は、 7 月31日
㈬までとなっていて、毎年更新の手続きが必要です。
引き続き利用する場合、 7月中に申請書を自宅へ送
付しますので、手続きを行ってください。なお、手
続きは代理人でも行うことができます。

【手続きに必要なもの】
▽印鑑
▽保険証
※�過去 1 年間の入院日数が９0日を越えている場合
は、入院日数が分かる保険医療機関の証明書・領
収書など

【受付開始日】
８ 月 1 日㈭～
※�８ 月中の申請であれば、 ８ 月 1 日からの適用とな
ります。

【注意事項】
▽�平成2４年中の所得に基づいて判定するため、認定
証が不要な場合もあります。
▽�国民健康保険税を滞納していると、認定証の交付
が受けられない場合があります。

【申請・問い合わせ先】
保険環境課国保係　☎2４－1713
長浜支所　　　　　☎52－1113
肱川支所　　　　　☎3４－2331
河辺支所　　　　　☎3９－2113
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お し ら せ
　

公
益
財
団
法
人
桝
山
教
育
振
興
会

は
、
大
洲
市
内
に
お
け
る
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
豊
か
な
人
間
性
を
か

ん
養
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　【
応
募
資
格
】

市
内
の
児
童
生
徒
、
ま
た
は
青
少
年
を

対
象
に
実
施
す
る
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
行
う
教
育
関
係
機
関
、
お
よ

び
団
体
で
あ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
業
を
行
う
者

▽
文
化
お
よ
び
芸
術
の
振
興

▽
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
推
進

▽
児
童
生
徒
ま
た
は
青
少
年
の
健
全
育
成

▽
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

▽ 

そ
の
他
公
益
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
事
業

【
助
成
金
額
】︵
年
間
︶

１
事
業
あ
た
り
、
総
事
業
費
の
２
分
の

１
以
内
で
２
０
０
万
円
を
上
限

※
１
０
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て

【
応
募
方
法
】

　

所
定
の
事
業
計
画
書
に
、
必
要
書
類

を
添
付
の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
事
業
計
画
書
︵
様
式
第
１
号
︶

▽
要
望
書
︵
別
紙
１
︶

▽
事
業
実
施
団
体
お
よ
び
事
業
の
概
要

︵
別
紙
２
︶

　

公
益
財
団
法
人
桝
山
教
育
振
興
会 

～
平
成
26
年
度
助
成
事
業
応
募
要
領
～

▽
事
業
計
画
書
︵
別
紙
３
︶

▽
収
支
予
算
書
︵
案
︶︵
別
紙
４
︶

▽
収
支
決
算
書
︵
別
紙
５
︶

【
募
集
期
間
】

８
月
１
日
㈭
～
９
月
30
日
㈪

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

【
決
定
と
通
知
】

　

理
事
会
で
決
定
後
、
応
募
者
あ
て
に

通
知
し
ま
す
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
５
・
０
０
１
２

大
洲
市
大
洲
７
３
７
番
地

愛
媛
県
立
大
洲
高
等
学
校
内

公
益
財
団
法
人
桝
山
教
育
振
興
会

事
務
局

☎
㉓
４
５
３
４

℻
㉓
４
７
０
８

　有害鳥獣捕獲檻購入補助事業について 　青年就農給付金（経営開始型）の
　申請受付について

　市内在住で、わな免許を取得している人が箱
わなを購入する場合、市が購入費用の一部を補
助します。詳細については、大洲市公式ホーム
ページをご覧ください。

【補助対象】 新規に箱わなを購入する人
【補助金額】 購入価格の 3分の 1を補助
　　　　　　（25,000円を限度）
※購入前に補助申請を行ってください。

【問い合わせ先】
農林水産課農林構造改善係　☎2４－1727

　青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図り、
経営が不安定な就農直後の所得を確保するため
の給付金制度があります。

【申請期限】 ８ 月30日㈮まで
【給　付　金】 年額150万円（最長 5年間）
【条　　件】（全てを満たすこと）
▽�独立・自営就農時の年齢が４5歳未満であること
▽�親元就農の場合、 5 年以内に経営を継承する
こと、または親の経営から独立した部門経営
を行うこと
▽�独立・自営就農 5 年後には、生計が成り立つ
実現可能な計画を立てること
▽�生活保護など、生活費を支給する国の他事業
と重複受給しないこと
※上記以外にも条件があります。

【問い合わせ先】
農林水産課農政係
☎2４－2111（内線227、22８）
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Information

　８月から「特別警報」の発表を開始します
　気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などに
より重大な災害の起こる恐れがある時に、警報
を発表して警戒を呼びかけていました。
　今回、より甚だしい大雨や大きな津波などが
予想され、重大な災害による危険性が非常に高
まっていることをお知らせし、特別な警戒を呼
びかけるために、８月30日から新たに「特別警報」
を発表します。
　特別警報が出た場合、お住まいの地域は、数
十年に一度しかないような非常に危険な状況に
あります。屋外の状況や、避難指示・勧告など
に留意し、直ちに身を守るための行動をとって
ください。特別警報の詳細については、気象庁
ホームページでご確認ください。
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/
tokubetsu-keiho/index.html

【問い合わせ先】
気象庁松山地方気象台防災業務課
☎0８９（９33）3６10

　平成24年度市民ポストの運営状況

お寄せいただいた内容
　▽窓口業務の迅速な対応について　など

　みなさんから寄せられた意見・提言などは、市
政の参考資料として活用させていただきます。
　また、連絡先・氏名が記載してある場合は、
文書や電話などでお答えをしています。

【問い合わせ先】
企画調整課広報広聴係
☎2４－172８

みなさんから寄せられた
意見・提言など　　　　　　　　　　　　　２件

【内訳】
　回答したもの　　　　　　　　　　　　　０件
　回答を要しなかったもの　　　　　　　　２件
（匿名などによるご意見で、回答できなかったものです。）

　
�

今
夏
に
お
け
る
節
電
の

　

お
願
い

【
冷
蔵
庫
】

▽ 

設
定
温
度
は
﹁
強
﹂
か
ら
﹁
中
﹂
に

変
え
る
。

▽ 

扉
を
開
け
る
時
間
を
で
き
る
だ
け
短

く
し
、
食
品
を
詰
め
込
ま
な
い
。

【
テ
レ
ビ
】

　

省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
し
画
面
の
輝

度
を
下
げ
、
必
要
時
以
外
は
消
す
。

【
ジ
ャ
ー
炊
飯
器
】

　

１
日
分
ま
と
め
て
炊
い
て
、
冷
蔵
庫

や
冷
凍
庫
に
保
存
す
る
。

【
待
機
電
力
】

　

長
時
間
使
わ
な
い
機
器
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課
環
境
保
全
係

☎
㉔
１
７
１
３

　

四
国
電
力
管
内
は
、
昨
夏
ほ
ど
電
力

需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
節
電
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
洲
市
は
、
市
内
の
公
共
施
設
な
ど

で
左
記
の
よ
う
な
節
電
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。市
民
の
み
な
さ
ん
も
、

無
理
の
な
い
範
囲
内
で
節
電
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

市
内
の
施
設
で
行
う
節
電

▽
冷
房
運
転
は
室
内
温
度
28
度
以
上

▽ 

昼
休
み
・
残
業
時
間
帯
の
エ
ア
コ
ン

電
源
オ
フ

▽
不
要
な
照
明
の
消
灯
・
間
引
き

▽
パ
ソ
コ
ン
の
省
エ
ネ
設
定

▽
ク
ー
ル
ビ
ズ
運
動
の
徹
底

 

家
庭
で
の
節
電
ポ
イ
ン
ト

【
エ
ア
コ
ン
】

▽
室
温
は
28
度
を
目
安
に
す
る
。

▽ 

２
部
屋
で
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
て
い
る

場
合
、
１
部
屋
︵
１
台
︶
に
す
る
。

▽ 

﹁
す
だ
れ
﹂
や
﹁
よ
し
ず
﹂
な
ど
で

日
差
し
を
カ
ッ
ト
す
る
。

※ 

エ
ア
コ
ン
の
控
え
す
ぎ
に
よ
る
熱
中

症
な
ど
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
照
明
器
具
】

　

使
わ
な
い
時
は
こ
ま
め
に
消
灯
す
る
。
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お し ら せ
　

平
成
25
年
度
就
学
免
除
者
な
ど
の
中

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
を
、
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

病
気
な
ど
で
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
人
、
ま
た
は
日
本
国

籍
を
有
し
な
い
人
で
、
平
成
26
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

【
試
験
日
】
10
月
28
日
㈪

【
試
験
場
】
愛
媛
県
庁

　

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

　

後
期
（
10
月
）
入
学
生
徒
募
集

　

～
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程
～

　

松
山
東
高
等
学
校
は
、
通
信
制
課
程

の
あ
る
県
内
唯
一
の
公
立
高
等
学
校
で

す
。
後
期
︵
10
月
︶
の
入
学
生
徒
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
下

記
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
入
学
資
格
】

高
校
卒
業
資
格
取
得
を
考
え
て
い
る
人

【
願
書
配
布
日
】
８
月
１
日
㈭
～

※
本
人
以
外
に
は
、
願
書
を
お
渡
し
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
出
願
期
間
】

９
月
２
日
㈪
～
12
日
㈭
必
着

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

☎
０
８
９
︵
９
４
５
︶
０
１
３
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://m
atsuyam

ahigashi-h.
esnet.ed.jp/

【
願
書
提
出
先
】
文
部
科
学
省

【
出
願
期
間
】

８
月
28
日
㈬
～
９
月
13
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局
指
導
部

義
務
教
育
課

☎
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
９
４
１

大
洲
市
教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
課 

☎
㉔
１
７
３
３

　 平成25年度自衛官募集案内	★自衛官募集ＨＰ
� � � � � � � http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。
※１　�平成2６年 3 月中等教育学校卒業予定者または高等学校卒業予定者の採用試験は、原則として
      ９ 月1６日以降に行います。

【問い合わせ先】　自衛隊愛媛地方協力本部　大洲地域事務所　大洲市大洲６7８－１
　　　　　　　　旧大洲市立図書館 2階（大洲小学校前）☎2４ー４123

募　集　種　目 資　　　格 受　付　期　間 試験期日（１次試験）

高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
一
般

航�� � 空� � � 学� � � 生 高卒（見込みを含む。）
で21歳未満の人 ８月 1日㈭～ ９月 ６日㈮ ９月21日㈯

陸上自衛官（看��� 護�）
看護師免許を有し、保
健師・助産師免許を有
する人（見込みを含む。）
で36歳未満の人

９月 2日㈪～ 30日㈪ 11月1６日㈯

一� 般� 曹� 候� 補� 生
1８歳以上
27歳未満の人

８月１日㈭～ ９月 ６日㈮ ９月1６日㈪・17日㈫の１日

自衛官候補生
男　性 年間を通じて受け付け 受付時にお知らせします。※１

女　性 ８月１日㈭～ ９月 ６日㈮ ９月22日㈰～ 2６日㈭の１日

防 衛 医 科 大
学 校 学 生

医学科

高卒（見込みを含む。）
で21歳未満の人

９月 5日㈭～ 30日㈪
11月 2日㈯・ 3日㈰

看護学科
(自衛官コース）� 10月1９日㈯

防 衛 大 学
校 学 生

推　薦
(学校長) ９月 5日㈭～ ９日㈪

９月2８日㈯・2９日㈰

総合選抜 ９月2８日㈯
一　般
(前　期) ９月 5日㈭～ 30日㈪ 11月 ９日㈯・10日㈰

一　般
(後　期) 平成2６年 1月22日㈬～ 31日㈮ 平成2６年 3月 1日㈯

中
学
生
な
ど

高等工科学校�
生 徒

推　薦
(学校長) 中卒（見込みを含む。）で17歳未満の人

※男性のみ

11月 1日㈮～ 12月 ６日㈮ 平成2６年１月11日㈯～
13日㈪の１日　

一　般 11月1日㈮～平成2６年1月10日㈮ 平成2６年１月1８日㈯
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Information

　台風に対する備え～消防署からのお知らせ～ 　８月は「電気使用安全月間」

　台風が多く発生する季節、台風接近時は暴風
による建物の損壊や、大雨による家屋への浸水な
どが考えられます。テレビなどで事前の情報をし
っかりとつかんで、早めの対策を心がけましょう。

事前の備え
▽�がけ崩れなどの危険箇所、避難場所・経路を確
認する。
▽非常持ち出し品を準備する。
▽�停電や断水に備え、懐中電灯や携帯ラジオ、飲
料水などを準備する。
▽�風で飛ばされそうな物は、家の中に入れるか固
定する。
▽排水溝、側溝を掃除して水はけをよくする。

台風が近づいたら
▽�テレビやラジオの気象情報、防災行政無線に注
意する。
▽強風時の外出は控える。
▽危険を感じたら早めに避難する。

　夏は水を使う機会が多い上に、暑さで汗をかき
やすくなるため感電事故が多く発生しています。
　濡れた手でプラグやスイッチを触ると、感電
する恐れがありますので、電気製品を扱う時は、
手をよく拭いてから取り扱いましょう。

【問い合わせ先】
一般財団法人四国電気保安協会
愛媛支部大洲事業所
☎23－5012

　

８
月
は
﹁
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
﹂
で

す
。
道
路
の
維
持
や
管
理
の
仕
事
に
ふ

れ
あ
い
、
道
路
に
対
す
る
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
地
域
の
児
童
を
対

象
と
し
た
﹁
１
日
国
道
出
張
所
員
﹂
を

募
集
し
ま
す
。
国
道
出
張
所
内
で
の
機

器
説
明
や
特
殊
機
械
の
展
示
な
ど
、
道

路
に
関
す
る
体
験
が
で
き
ま
す
。

【
日
　
時
】
８
月
21
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

大
洲
土
木
事
務
所
で
は
、
道
路
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
年
に
１
回
の
割

合
で
県
道
の
草
刈
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
希
望
者
に
対
し
刈
草
の

提
供
を
行
い
ま
す
の
で
、
県
道
各
所
の

仮
置
き
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
提
供
期
間
】

例
年
８
月
中
旬
～
９
月
上
旬
の
予
定

︵
希
望
者
受
付
中
︶

【
注
意
事
項
】

▽
刈
草
の
運
搬
は
原
則
と
し
て
希
望
者

▽
刈
草
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
提
供

▽
先
着
順
︵
な
く
な
り
次
第
終
了
︶

　

県
管
理
河
川
で
発
生
し
た
刈
草
な
ど

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
１
日
国
道
出
張
所
員
」
開
催

　

刈
草
の
提
供
に
つ
い
て ︵

小
雨
決
行
・
荒
天
中
止
︶

【
場
　
所
】

 

国
土
交
通
省
大
洲
国
道
出
張
所

【
対
象
者
】
小
学
生

︵
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
︶

【
募
集
人
数
】
10
人
程
度
︵
先
着
順
︶

【
申
込
期
限
】
８
月
８
日
㈭ 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
河
川
国
道
事
務
所
道
路
管
理
課

☎
㉔
６
５
２
６

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
土
木
事
務
所
道
路
課
道
路

第
二
グ
ル
ー
プ
︵
補
修
担
当
︶

☎
㉔
５
１
２
１

︵
内
線
３
１
８
・
３
１
９
︶

広報大洲 ８月号23



お し ら せ

よ
り
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

原
爆
被
爆
68
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
広
島
市
・
長
崎
市
で
は
、
原
爆
死

没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
し
て
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
左

記
の
時
刻
に
１
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
お
よ
び
地

域
で
黙
祷
を
捧
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
広
島
市　

　

８
月
６
日
㈫　

午
前
８
時
15
分

▽
長
崎
市　

　

８
月
９
日
㈮　

午
前
11
時
２
分

　

８
月
15
日
㈭
の
﹁
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
日
﹂
に
あ
た
り
、
全

国
戦
没
者
追
悼
式
に
合
わ
せ
、
正
午
に

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
お
よ
び
地

域
で
、
１
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
ら
れ
ま

す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
事
業
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
半

旗
の
掲
揚
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

愛
媛
県
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
８
月

31
日
ま
で
の
２
カ
月
間
を
﹁
愛
の
血
液

助
け
合
い
運
動
﹂
と
定
め
、
献
血
運
動

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

輸
血
に
必
要
な
血
液
を
絶
え
ず
安
定

的
に
確
保
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
献

血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
に
は
、
肝
機
能
や
コ
レ
ス
テ

無料法律相談
時　 ８月22日㈭
　　午後 ２時～ ４時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎24－4111

年金出張相談
大洲地域
時　 ８月 ６日㈫ ･ 1６日㈮ ･ 27日㈫
　　午前10時～午後 3時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 ８月13日㈫
　　午前10時～午後 3時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎0８９ ︵９25︶ 5105

人権相談
大洲地域
時　 ８月20日㈫　午前10時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 2階）
時　 ８月1９日㈪　午前10時～正午
場　大川公民館
長浜地域
時　 ８月1６日㈮　午後 1時～ 3時
場　長浜体育館 1階和室
河辺地域
時　 ８月12日㈪　午前10時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0570 ︵003︶ 110
    市役所人権啓発課
  　☎2４－17４６

行政相談（総務省）
大洲地域
時　 ８月20日㈫　午前 ９時～正午
場　市役所 1階会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎2４－172４
長浜地域
時　 ８月23日㈮　午後 1時～ ４時
場　長浜体育館 1階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　 ８月 5日㈪
　　午後 1時30分～ ４時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　肱川支所　☎3４－2320
河辺地域
時　 ８月12日㈪　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎3９－2112

不動産無料相談
時　 ８月1９日㈪
　　午前10時～午後 ４時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎25－17４7

　

毎
月
、
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
長
浜
町
商
工
会
で
開
か
れ
て
い
る
年

金
出
張
相
談
が
、
９
月
か
ら
予
約
制
に

な
り
ま
す
。

　

予
約
受
付
は
、
松
山
西
年
金
事
務
所

へ
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予

約
の
際
に
基
礎
年
金
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

相
談
の
日
時
な
ど
は
、
広
報
大
洲
24

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

【
受
付
時
間
】

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

【
予
約
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
年
金
機
構
松
山
西
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

☎
０
８
９
︵
９
２
５
︶
５
１
１
０

※ 

出
張
相
談
の
会
場
で
は
予
約
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
予
約
状
況
に

ロ
ー
ル
値
な
ど
の
生
化
学
検
査
お
よ
び

血
液
疾
患
検
査
、
糖
尿
病
関
連
検
査
を

行
い
、結
果
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
０
３
１
０

　
�

年
金
出
張
相
談
が
予
約
制

に
な
り
ま
す

　

�

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
お
よ
び

平
和
記
念
の
黙
祷
に
つ
い
て

　

�

戦
没
者
追
悼
の
黙
祷
に
つ

い
て

　

�

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

大洲市立図書館	 　☎ 59－4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39－2111

図書館
■＝ ８月の休館日

〈開館時間　午前 ９時30分～午後 ６時〉
※�31日は館内図書整理日のため休館します。

※このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架
しています。）　図書館のホームページで図書の検索が
できます。
（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

　現在の渋谷駅がどのようにし
て出来てきたのか、これからど
うなるのかを、渋谷駅に特徴的
な谷地形、形態の変化、複雑な
内部空間に着目しながら考察。
その構造を説明したうえで、「隠
された秩序」の存在を明らかに
する。

　17世紀のフランスで希望を求
める旅に出たみなし子のアナ。
近未来の沖縄で先端科学実験に
参加した語学技官の鈴。それぞ
れの時代に生きるふたりは、や
がて歴史に秘められた壮大な奇
蹟へと導かれ…。

　はなちゃんが画用紙にクレヨ
ンで描いたねこ、はなねこちゃ
ん。でも、大事なヒゲを描き忘
れちゃった！�こまったはなね
こちゃんは、はなちゃんにヒゲ
を描いてもらうため、絵の中か
ら抜け出して、はなちゃんを探
しに町の中へ…。

迷い迷って渋谷駅　
田村�圭介著　出版：光文社

愛の徴　
近本�洋一著�　出版：講談社

はなねこちゃん（絵本）　　　　
竹下�文子さく，いしい�つとむえ　出版：小峰書店

　大洲市立図書館では、夏のおはなし会を開催します。
　「ハラハラドキドキ！おはなし探検隊！」と題して、
冒険・探検をテーマとした楽しいおはなしをたくさん用
意していますので、ぜひお気軽に足を運んでください。

開催日時 対　象 場　所

7月27日㈯
午後 2時30分～ 3時10分

幼児～
小学校低学年 大洲市立図書館

1階コミュニティホール８月10日㈯
午後 2時30分～ 3時10分

小学校高学年
～大人

夏のおはなし会のご案内

８月展示

一般：『大人の絵本』

　絵本は子どもが読むものと思っていませんか？絵本は
誰でも、いつでも手にすることができるものです。また、
人生経験が豊富な大人だからこそ、味わえる魅力もあり
ます。
　ホッとひと息つきたい時や癒されたい時には、絵本の
扉を開いてみてください。優しい時間が待っています。
図書館では、そんなとっておきの絵本の展示と貸し出し
を行います。

児童：�『わくわくドキドキ！大冒険』

　夏休みがやってきました！みなさんは、どこへお出かけし
ますか？山登りやキャンプ、海水浴と楽しいイベントが盛り
だくさんの夏休み。今年の夏は、本のページを開いて冒険
の旅に出かけてみてはどうでしょうか？わくわくドキドキする
ような世界が待っています。さあ、出発だ！図書館では、「冒
険」や「探検」をテーマにした絵本や児童書の展示と貸し
出しを行います。

※申し込みは不要です。
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保健センター
大洲市保健センター☎23-0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52-3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34-2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39-2113（河辺地域）

８月の各種検診（健診） 

　乳幼児関係　

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診　

　婦人がん検診　

実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
20日㈫ 午後 １時～

１時30分
大洲市
保健センター

1歳 ６か月児健診（24年 １ 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ27日㈫ ３歳児健診　　　　（22年 ７ 月生）

実施日 受付時間 場　所 内　　容
２日㈮
５日㈪
６日㈫
７日㈬
８日㈭
９日㈮
11日㈰

午前 8時30分～
11時

大洲市
保健センター

【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　40～74歳の国保加入者／1,000円
　（該当者には案内状を送付します。）
　※保険証・受診券・質問票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　40歳以上の人／1,200円
▽肺がん検診　　　　40歳以上の人／700円
▽大腸がん検診　　　40歳以上の人／600円
▽前立腺がん検診　　50歳以上の男性／2,100円
▽肝炎ウイルス検診　40歳以上の人／700円
　※75歳以上は、前立腺がん検診を除いて無料
▽後期高齢者健診　　75歳以上の人／無料
　※後期高齢者医療被保険者証を持参してください。

20日㈫ 河辺基幹集落センター
21日㈬

午前 8時30分～
10時30分

旧柴小学校
22日㈭ 白滝公民館
23日㈮ 出海公民館
26日㈪ 櫛生福祉センター
27日㈫ 沖浦公民館
28日㈬ 今坊しおさい館
29日㈭ 旧豊茂小学校

30日㈮ 午前 8時30分～
11時 大和小学校

実施日 乳がん受付時間 場　所 内　　容

23日㈮ 午前 8時30分～10時30分
午後 1時～ 2時 出海公民館 子宮頸がんの受付時間は、いずれの実施場

所も午後１時～１時30分です。
【対象者／料金】
▽子宮頸がん　20歳以上の女性／1,000円
▽乳がん　　　40歳以上の女性／1,200円
　保険証をご持参ください。
　※75歳以上は無料

26日㈪ 午後 1時～ 2時 櫛生福祉センター

29日㈭ 午前 8時30分～10時30分
午後 1時～ 2時 旧豊茂小学校

30日㈮ 午前 8時30分～11時
午後 1時～ 2時 大和小学校

※特定健診・がん検診とも事前申し込みは不要です。問診票は検診場所に置いてありますので、ご自由にお取りください。

４ 日㈰ 大洲ななほしクリニック （ 東 若 宮 ） ☎0893（25）7710

11日㈰ 山 下 小 児 科 （ 西 予 市 ） ☎0894（62）6801

18日㈰ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893（23）0510

25日㈰ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

　ダニが媒介する「重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）」が、八幡浜保健所管内でも報告されています。
吸血中のマダニを見つけた時は、つぶしたり無理に引き抜こうとせず、病院で処理してもらうようにしま
しょう。

【主な症状】
　潜伏期間は、ウイルスを保有するマダニに咬まれてから ６ 日～ 2 週間です。主な症状は、発熱と消化器
症状（嘔吐、下痢、腹痛など）で、重症化する恐れがあり、死に至る可能性もあります。

【予防のポイント】
　ますは、マダニに咬まれないことが重要です。春から秋は特にマダニの活動が活発なので、作業やレジ
ャーなどでマダニが多く生息する場所に入る時は、肌をできるだけ出さないような衣服を着用しましょう。

※野山などに出かけた後、発熱などの症状が出た場合は、速やかに医療機関を受診してください。
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜　　日 昼間帯 【 8：30 ～17：30】 夜間帯 【17：30 ～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 神南診療所（新　谷）
☎25－7720

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金〜日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます。）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　�月～金　午前 ８時30分～午後 5時15分
場　市役所社会福祉課（子育て支援室）
問　☎2４－2111 ︵内線1８5 ･ 1８８︶

《家庭教育・子育て相談》
時　�火・木・金曜日の午前 ９時～午後 ４時
場　�喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎2４－４5８0

▽�ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　�月～木　午前 ８時30分～午後 5時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館3階〕　
問　☎2４－1４1４

▽青少年相談室
時　�月～金　午前 ８時30分～午後 5時15分
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎2４－7８30

▽物忘れ相談
時　 ８月2８日㈬　午後 1時30分～ 2時30分
場　総合福祉センター 1階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎2４－2111 ︵内線1６９ ･ 17６︶

▽心配ごと相談
大洲地域
時　�一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1・ 3火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 2・ ４・ 5火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　�午前10時～正午・午後 1時～ ４時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－5６2９
長浜地域
時　 ８月23日㈮　午後 1時～ ４時
場　長浜体育館 1階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎52－11９４
肱川地域
時　 ８月 5日㈪　午後 1時30分～ ４時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－2312
河辺地域
時　 ８月12日㈪　午前 ９時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎3９－2510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　０８９３（２３）１１５６
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ８時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 ９時～午後 ６時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の当番にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

補聴器選びは  認定補聴器技能者のいる

補聴器のプロショップ！　認定補聴器専門店へ

（0893）24-3324
10:00～16:00　水曜定休
大洲市常磐町93番地

大洲補聴器センター
一週間

無料体験

レンタル有！

営業時間

大洲補聴器センターホームページ 検索

広報大洲 ８月号27



南予地域で働く皆さんの味方です。

労働問題等でお困りの方は南予地協まで

0120-154-052

TEL 0895-28-6679
FAX 0895-28-6689

宇和島市中央町２丁目４番10号
連合愛媛南予地域協議会

秘密厳
守rengo-ehime-nanyo@coral.plala.or.jp相談：

発
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大洲市菅田町菅田甲 3051－1

☎0893－25－3329
㈲クリーンセンター

広告

ポイントカードに
ポイント（１㎏＝１ポイント）を貯めて
ポイントカードに
ポイント（１㎏＝１ポイント）を貯めて

商品券と交換商品券と交換商品券と交換
500ポイントで500ポイントで

500円分の500円分の

古新聞・古雑誌・ダンボール ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出口
より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】am9時～pm8時 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取　ブランド品販売

　鵜
う

　匠
しょう

     山中 年
とし

治
はる

 さん（左）
     井上 利

とし

和
かず

 さん（右）

がんばるひと
おおずの元気

　大洲のうかいは、鵜
う

に手が届きそうなくらいの距離で
行われ、その迫力は日本一です。また、景観にも恵まれ
ていて、大自然を体いっぱいに感じることもできます。
大洲の夏の風物詩、そして観光のメイン事業であるうか
いに携わっている私たちは、大洲に訪れたお客さんを大
切にもてなし、楽しんで帰っていただくことをモットー
に頑張っています。
　しかし、長い歴史を積み重ねてきた大洲のうかいは、
年々見物客が減少していて、衰退の一途をたどっていま
す。その状況を受け大洲市観光協会では、昼うかいの導
入や市内の小学生、市外からの修学旅行生を対象とした
うかいの体験学習を取り入れるなど、若者にもうかいを
身近に感じてもらえるように工夫を凝らしています。
　今私たちがすべきことは、日本でも大洲でしか味わえ
ない貴重な体験を一人でも多くの人に提供し、着実にリ
ピーターを増やしていくことです。さらに、鵜匠や船頭
の後継者育成に努め、大洲のうかいをしっかりと後世に
引き継いでいくことも重要なことだと思っています。
　うかいの魅力は、乗ってみて初めて実感できます。涼
しい風や郷土料理、船頭による雑学、そしてうかいの実
演、どれをとってもみなさんの思い出に残る素晴らしい
ものです。日本一のうかいを家族や友達を誘って、まず
は一度体験してみてください。
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